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OAの現状
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「OAの現状：オープンアクセス論文の普及と影響力
に関する大規模分析」

Richard Poynder. The state of open access: some new data. (Q&A 
With Heather Piwowar)
Open and Shut? August 03, 2017
https://poynder.blogspot.jp/2017/08/the-state-of-open-access-
Some-new.html

Piwowar H, Priem J, Larivière V, Alperin JP, Matthias L, Norlander B, 
Farley A, West J, Haustein S. (2018) The state of OA: a large-scale 
analysis of the prevalence and impact of Open Access articles. 
PeerJ 6:e4375 https://doi.org/10.7717/peerj.4375



Impactstory
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学術研究成果をオープンで再利用可能にするための
オンラインツールを開発・提供する非営利団体

 Clarivate AnalyticsがImpactstoryに対し資金提供

 oaDOI

 合法的に利用可能なOA論文の発見支援ツール

 PMC、Crossref、Google Scholar、BASE、DOAJ、DataCite、その他数千の機
関リポジトリや出版者サイトからクロールしたデータ基づき、約9,000万
件のCrossref DOI付きOA論文のデータベースを構築

 それに基づき、APIやUnpaywallといったサービスを提供

 Unpaywall

 oaDOIをベースとしたブラウザの拡張機能

 ユーザがアクセスしようとした論文のOA版にナビゲートする機能提供



分析の手法
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 Impactstoryが提供する6,700万論文のOAステイタスを特定
する無料のオンラインサービスであるoaDOIを使用して
分析

 3つのサンプルを抽出し、各サンプルのOA論文数を調査

サンプル名 サンプル数 サンプルデータ 目的 母数

Crossref-
DOIs

100,000
Crossref DOIを持つ全
ての論文（全年代）

OA論文の比率を推定 66,560,153

WoS-DOIs 100,000

DOIを持つ全ての引
用可能なWoS論文
（2009-2015）

最近のOA論文の引用
インパクトの測定

8,083,613

Unpaywall-
DOIs

100,000

2017年の1週間に
Unpaywallユーザがア
クセスした論文

Unpaywallユーザが
OA論文にナビゲート
された比率

213,323



本分析におけるOA分類
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Gold オープンアクセスジャーナルに掲載された論文

Green
出版者のページでは有料だが、OAリポジトリで無料で公開
されている論文

Hybrid
有料ジャーナル（購読誌）上でオープンなライセンス付き
で無料アクセスできる論文

Bronze
出版者のページで無料で読めるが、ライセンスを持たない
論文（遅延型OA（delayed OA）や出版者が無料公開してい
るニュース価値の高い論文などが含まれる）

Closed
その他全ての論文（SNSやSci-Hubでのみ共有されている論文
も含む）



主な分析結果
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学術論文の少なくとも28％がOA論文（総数1,900万
件）であると推定

 OA論文の比率は年々高くなり、2015年の分析によれ
ば45％がOA

 Unpaywallユーザが読みたいと思った論文の47％はOA

 OA論文の被引用率は平均よりも18％高い



OAカテゴリ毎の論文比率
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※Greenについては、Gold、Hybrid、Bronzeとの二重カウントはしていない

28％がOA



OAカテゴリ毎の論文比率（2015年出版）
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※Greenについては、Gold、Hybrid、Bronzeとの二重カウントはしていない

45％がOA



Piwowar氏の助言
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図書館員に対して

 本調査のデータをカードとして出版者と交渉すべし

 ユーザがアクセスする論文の半数は無料で読める

 全論文を読むための費用を購読料として払う必要なし

出版者に対して

 今のモデルをフリップすべし

 コンテンツに対するアクセスを売るのではなく、著者に
対するサービスを売るモデルに転換せよ

 それが唯一の正しい道
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OA2020をめぐる動向



購読料の交渉
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“We are treating symptoms not
causes ...”（Tom Sanville）

対症療法にとどまる



購読モデルにおける価格上昇の原因
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アクセス権販売の独占

 出版社はアクセス権を販売しており、著作権の譲渡を受
けることにより、その権利を独占

 価格競争にさらされない

学術雑誌の特殊性

 購読者から見た学術雑誌は、代替財ではなく補完財

 同じ分野のA誌とB誌は代替可能ではなく、互いに補完し
合う関係

 両誌を購読しなければならない



APC-OAモデル
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オープンアクセスのモデルでは、出版社が著者に売
るのは出版サービス

著者から見ると、学術雑誌というのは、補完財では
なく、代替財になる

より質が高く、より出版費（APC）が安い雑誌に論
文を投稿するという

そこに、競争が生まれ、価格を抑えるメカニズムが
働く可能性がでてくる



出版サービスの評価
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 QOAM: Quality Open Access Market
（https://www.qoam.eu/）

 OAジャーナルの出版サービスの質を評価するサイト

 Base Score Card

 Valuation Score Card

 DOAJ Best Practice Guide
（https://www.doajbestpracticeguide.org/）

 信頼できるオープンアクセス誌であるか否かを判断する
ための選択基準

 論文の投稿先決定を支援するツール



OA2020
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 購読料をAPCに転換（flipping）するこ
とで、追加のコストを発生させること
なく論文のOA化は即座に実現できる
という提案

 世界の100の研究機関やコンソーシア
ムがEoIに署名

 JUSTICE
 物性グループ・物性委員会

購読料とAPCをセットにしたオフセッ
ト契約を経て購読料なしのフルOAを
実現するためのロードマップ



ドイツとオランダ
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ドイツ（Project DEAL)

 ドイツ科学機構連合（Alliance of Science Organizations in 
Germany）とドイツ大学長会議（German Rector’s 
Conference）による取組み

 大手3社と新たな契約モデル（APCと購読料をセットにし
たPublish and Readモデル）について交渉

オランダ

 2024年までにオランダの研究者による論文を100％OA化
するという政府方針の下、オフセット契約（購読料＋APC
の一括契約）をめざして出版社と交渉

 交渉合意した出版社は、大手3社に加えて、ACS、SAGE、
Taylor & Francis、CUP、RSC等



出版社の対応
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 Elsevier
 ゴールドOAと購読モデルは異なるビジネスモデルであり、両
者をセットにした提案を行わないという姿勢

 「各国・地域による最適な方法でOAへの移行を進めていくべ
き。欧州はゴールドOAが最善なので欧州内だけでOAに。日本、
アメリカ、中国は購読型／グリーンOA路線」との認識

“Working towards a transition to open access”（Elsevier  

Connect, 2017/9/26）

 Springer Nature
 OAに関して柔軟な姿勢

 Springer Compact（購読料とAPCを一括支払いするモデル）をオ
ランダ、オーストリア、ドイツ、イギリス、スウェーデンと締
結



JUSTICEの取組み
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論文公表実態調査

 国内研究者が公表する論文のゴールドOA率やAPC支払推
定額の把握のため、WoSからデータを抽出し集計作業を
実施（2015.9～）

国際連携

 OA2020への関心表明（EoIに署名）（2016.8）

 ベルリン13会議へ出席、運営委員会の市古委員長が日本
のNCPに就任（2017.3）

活動体制

 OA2020対応検討チームの設置（2017.6～）

 国内外のゴールドOAの動向に関する情報収集・提供

 OA2020モデルの実現可能性の検討



フリッピングの試算（JUSTICE版）
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OA化必要経費と購読費（JUSTICE会員大学）
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■JUSTICE会員大学のうち、2014年発表論文があり、購読費が判
明している300大学を抽出して集計

■OA化必要経費は、論文数×EUR2,000×141.85（2014年レート）
で算出

■購読費は、JUSTICE契約状況調査からカレントEJ購読費を取得
■a>b＝39大学

2014年の集計



JUSTICEの基本方針
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購読料モデルでの交渉を継続？

 OAモデルへの転換を図る？



non-APC OAモデル（図書館共同出資モデル）
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図書館のコンソーシアムを作り、参加館から出資金
を集め、それを財源としてオープンアクセスジャー
ナルを発行するというビジネスモデル

著者にAPC負担を強いることなく、オープンアクセ
スを実現できる



Open Library of Humanities（OLH）
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図書館のコンソーシアムを作り，参加館から出資金
を集め，それを財源としてオープンアクセスジャー
ナルを発行するというビジネスモデルを採用人文系
を中心に20種の雑誌を刊行

現在，北米や英国を中心として200を超える図書館が
OLHを支援

各図書館が拠出する毎年の出資金の平均額は，1,000
ドル程度，1図書館が1誌に対して支払う額は，年間
約55ドルと推定

https://www.openlibhums.org/



Knowledge Unlatched（KU）
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 2012年に英国で設立された非営利団体で，主に人文
社会科学系の学術書のオープンアクセス化をめざす

図書館からの出資金によって学術書をオープンに出
版するモデルを採用

参加図書館は，参加出版社が提示する学術書のリス
トからオープン化の対象とするタイトルを選定し，
資金を出し合って，選定された学術書のオープンア
クセス化を実現

約450のタイトルの学術書をOA出版

 STEM分野の学術書やジャーナルにも範囲を拡大

http://www.knowledgeunlatched.org/
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プレプリントサーバの拡がり



プレプリントサーバの隆盛
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COSのOSFがホストするサーバ

米国化学会

2016年にElsevier
が買収



プレプリントの増加
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Open Science Monitor - European Commissionより

http://ec.europa.eu/research/openscience/index.cfm?pg=home&section=monitor

By Jordan Anaya
http://asapbio.org/preprint-info/biology-preprints-over-time

（生物学プレプリントの年間登録数の伸び）

（主要プレプリントサーバの年間登録数の伸び）

（主要プレプリントサーバの分野別論文数）



Ingelfinger rule
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The New England Journal of Medicine (NEJM) would not 
publish findings that had been published elsewhere, in 
other media or in other journals.

かつてプレプリントは一般に先行出版とみなされていたが、、、

https://en.wikipedia.org/wiki/The_New_England_Journal_of_Medicine


List of academic journals by preprint policy
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https://en.wikipedia.org/wiki/List_of_academic_journals_by_preprint_policy



List of academic journals by preprint policy
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https://en.wikipedia.org/wiki/List_of_academic_journals_by_preprint_policy



プレプリントサーバをめぐる動向
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 arXivの分野拡大

 高エネルギー物理学から数学、経済、統計へ

 ディープラーニング研究の主戦場

 COSがプレプリントサーバを積極的に支援

 18のプレプリントサーバをホスト

米国化学会もプレプリントサーバを運用

 ChemRxiv

プレプリントの投稿を受け付ける出版者が増加

プレプリントにDOIを付与する動き（CrossRef）

 ElsevierがSSRNを買収



SSRN
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 もはや社会科学系のプレ
プリントサーバではない

 全ての学問分野をカバー

 学術出版プロセスの上流
で研究者と論文を囲い込
もうという試み

https://www.ssrn.com/

SSRN → ScienceDirect
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研究データと商業出版社



Elsevierの研究データ原則
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 研究データは全ての研究者に無料で利用できるように

 研究者が自らの研究データへのアクセスやその利用につい
てコントロールできるように

 研究分野の要請を考慮

 研究データの効率的な再利用を促進

 プラットフォーム、出版、ツール、キュレーションサービ
スによりデータの価値を高める

 付加価値サービスのコストに配慮

https://www.elsevier.com/about/ourbusiness/policies/research-data



Elsevierと研究データ
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Data in Brief（データジャーナル）

DataSearch（データ検索ツール）

Hivebench（電子ラボノート）

Mendeley Data（データリポジトリ）



Springer Natureの研究データ支援サービス
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 データセットのメタデータを高度化することにより、発見可

能性を向上させ、再利用を促進する

 データセットにDOIを付与し、識別と引用を容易にする

 データを関連する研究に紐付け、可視性と再利用可能性を高

める

 データの利用に関する文書を作成することにより、可視性を

更に高める

 データセットに加えられたチェックや改良に関する詳細なレ

ポートを提供する

http://go.nature.com/SNRDS

http://go.nature.com/SNRDS
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出版からワークフロービジネスへ
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「私たちは実験から論文発表まで科学者の日
常のワークフロー全体を支援する」

（エルゼビア・ジャパン、アンデシュ・カールソン副社長）

日本経済新聞2016年10月10日付記事より



研究ワークフローとElsevier
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先行研究調査

資金確保

実験・解析

新たな研究成果

論文執筆

投稿

出版

アウトリーチ

評価・分析



商業出版社の真の脅威
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• 大規模商業出版社の寡占の真の脅威は、

出版社がパノプティコンを持つこと。

• 出版社は、科学計量学的なデータを占有

することができる。

• それにより、大学の研究戦略や国の科学

政策を操ることも可能となる。

Jean-Claud Guedon. In Oldenburg’s Long Shadow.
ARL, 2001. pp. 48-49.
http://www.arl.org/storage/documents/publications/in-oldenburgs-long-shadow.pdf

http://www.arl.org/storage/documents/publications/in-oldenburgs-long-shadow.pdf


パノプティコン（ベンサム）

2018/2/16UniBio Pressセミナー「学術出版の今後を考える」41

全展望監視システムの完成

看守

大学

大学

大学

大学大学

大学

抄録・引用文献データベース
電子ラボノート

プレプリントサーバ
研究者SNS・文献管理ツール
ジャーナルパッケージ
研究分析ツール

CRIS（業績データベース）

商業
出版社
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OAを超えて



2018/2/16UniBio Pressセミナー「学術出版の今後を考える」43

 OAを実現できたとしても、学術コミュニケーション（学
術情報流通）の主導権を商業出版社に握られたままでは
意味がない。

 誰がコントロールするのか、学術コミュニティ自らか、
それとも商業出版社に依存するのか？それが究極の問題
だ。

 SPARCの当初の理念である「Returning Science to 
Scientist」がOAを超えた学術コミュニティの使命ではな
いか。



European Open Access Platform
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http://blogs.lse.ac.uk/impactofsocialsciences/2017/04/10/
rather-than-simply-moving-from-paying-to-read-to-paying-to-publish-its-time-for-a-european-open-access-platform/

インフラ層
（大学図書館がホストする機関リポジトリ群）

プロダクト層
（プレプリント、データ、ソフトウェア）

ジャーナル層
（オーバーレイジャーナル）

コミュニティ層
（編集・査読、研究者間コミュニケーション）

商業出版社の学術誌システムから完全に独立した
オープンアクセス出版流通プラットフォーム

論文（プレプリント）の登録と
タイムスタンプ（プライオリティ）；
アーカイブとアクセス

論文の流通

論文の質の保証と評価



ECのOpen Research Publishing Platform
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 ECはOpen Research Publishing Platformへの出資を提案

https://ec.europa.eu/research/openscience/pdf/information_not
e_platform_public.pdf#view=fit&pagemode=none

 Horizon2020の助成を受けた研究の査読済み論文とプ
レプリントのオープンアクセス出版のためのプラッ
トフォーム

 4年間で640万ユーロを投資

ウェルカム財団やビル&メリンダ・ゲイツ財団の先
例を参考にし、それをさらに発展させる



Wellcome Open Researchの出版プロセス
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https://wellcomeopenresearch.org/aboutF1000が運営
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商業出版社に依存せずに、学術コミュニティ
が主体的に、新しいエコシステムを創り出す
ことができるか？


